
一般会計　歳入 38３億9，５８８万円　　　歳出 3６２億３，０２０万円

決算を　認定

区　分 使　い　道 金額
（千円）

総額に対する割合
(%)

前年度比
(％)

住民一人当り額
(円)

議 会 費 議会運営等 296,599 0.8 △ 2.4 2,503 

総 務 費 庁舎や職員の管理費、財政、徴税、選挙等 3,666,235 10.1 0.3 30,936 

民 生 費 福祉、高齢者福祉、国民年金、子育て等 13,777,980 38.0 2.8 116,258 

衛 生 費 健康増進、ごみ処理、環境衛生等 2,692,752 7.4 △ 8.8 22,721 

労 働 費 雇用促進、勤労者支援等 85,825 0.3 1.6 724 

農林水産業費 農業、土地改良等 450,000 1.3 20.6 3,797 

商 工 費 商工業、観光振興等 367,966 1.0 0.9 3,105 

土 木 費 道路、公園、区画整理事業等 4,685,422 12.9 4.3 39,535 

消 防 費 火災、風水害等 1,751,769 4.8 △ 4.1 14,781 

教 育 費 学校教育、社会教育、スポーツ振興等 3,708,600 10.3 8.8 31,293 

公 債 費 市債などの返済金 4,747,058 13.1 4.9 40,056 

合　　計 36,230,206 100.0 2.4 305,709 

審議議案

一般会計決算目的別歳出内訳表

市税
39.4％

民生費
38.0％

教育費
10.3％
教育費
10.3％
教育費
10.3％

衛生費
7.4％
衛生費
7.4％
衛生費
7.4％

県支出金 6.1％県支出金 6.1％県支出金 6.1％

地方消費税
交付金 5.0％
地方消費税
交付金 5.0％
地方消費税
交付金 5.0％

総務費
10.1％
総務費
10.1％

公債費
13.1％

土木費
12.9％ 地方交付税

16.5％

国庫支出金
13.0％

市債
6.3％

その他
8.7％

一般会計歳入

歳入
383億9,588万円

歳出
362億3,020万円

一般会計歳出
繰越金 5.0％

消防費 4.8％
その他 3.4％

　

９
月
定
例
会
は
、
９
月
２
日
か
ら
９
月
２５
日
ま
で
の
２４
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
初
日
に
、「
令
和
元
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）」「
平
成
３０
年
度
鴻
巣
市
一
般
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
」
な
ど
５２
議
案
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
同
意
・
可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。
請
願
１
件
は
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
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平成3０年度
一般会計　歳入 38３億9，５８８万円　　　歳出 3６２億３，０２０万円

決算を　認定

　
財
政
健
全
化
判
断
比
率

　
平
成
３０
年
度
決
算
に
基
づ
く
財
政

健
全
化
判
断
比
率
は
、
早
期
健
全
化

基
準
以
内
で
あ
り
、
引
き
続
き
財
政

の
適
正
運
営
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
赤
字
で
な
い
場
合「
－
」で
表
示

指標の名称
平成30年度 平成29年度

早期健全
化基準　

鴻巣の
比率

県内市町村
平均比率

鴻巣の
比率

実質赤字比率（一般会計などの赤
字の大きさ） １２.13 － － －

連結実質赤字比率（市全体の赤字
の大きさ） １７.13 － － －

実質公債費比率（借入金などのそ
の年の返済額の大きさ） ２５．０　 4. ５ ４．8 4.1

将来負担比率（借入金の残高など
今後支払わなければならない負債
の大きさ）

３５０．０　 11.8 １6．3 15.9

①安全・安心に暮らせるまちづくり

　可燃不燃ごみ収集運搬事業	 	 255,504
　鴻巣行田北本環境資源組合負担金	 171,098
　公共交通維持事業	 142,929
　蛍光灯型ＬＥＤ導入事業	 6,480
　ゾーン３０整備事業	 4,849

④住みたい・住んでよかったと思える快適なまちづくり

　鴻巣駅東口駅通り地区市街地再開発事業	 916,002
　北新宿第ニ土地区画整理事業	 247,884
　既設公園施設・遊具改修事業	 161,938
　定住促進事業	 16,270
　川里中央公園整備事業	 6,097

②いきいきと健康で充実した生活を過ごせるまちづくり

　こうのとり出産祝金支給事業	 16,490
　健康体力づくり推進事業	 7,886
　こうのとり助成金事業	 6,314
　健康ウォーキングポイント事業	 2,025
　健康まつり開催事業	 770

⑤賑わいと活力と魅力を創出できるまちづくり
　花と音楽の館かわさと管理運営事業	 32,836
　荒川河川敷花いっぱい事業	 16,727
　道の駅整備事業	 7,317
　商店街にぎわい促進事業	 2,990
　農地耕作条件改善事業	 1,468

⑥市民協働による、一人一人が主役のまちづくり
　ふるさと納税促進事業	 17,211
　集会所建設等補助事業	 11,760
　コンビニ交付事業	 	 6,449
　シティプロモーション推進事業	 1,285
　中央公民館エリア再編研究事業	 85

③子どもから大人まで、生涯にわたる学びと文化が根付くまちづくり

　図書館管理運営事業	 248,598
　公民館改修事業	 95,639
　外国語教育推進事業	 47,762
　中学校給食センター整備事業	 20,274
　コミュニティ・スクール推進事業	 178

▪インターネット中継　令和元年₉月利用統計（アクセス数）　　◆ライブ中継・・7306件　　◆録画中継・・471件

金額（千円）

（単位：％）

政 策 と 主 な 事 業
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4

中
央
公
民
館
エ
リ
ア
再
編

研
究
事
業

問
財
政
的
に
厳
し
い
中
、
慎
重
に
進
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
こ
の
事
業
は
本
市
の
公
共
施
設
の
再
編

を
考
え
る
に
当
た
り
、
公
共
施
設
が
集
中

し
て
い
る
場
所
で
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ

ば
よ
い
の
か
を
大
学
と
の
連
携
で
研
究
し

て
い
る
も
の
で
す
。
将
来
の
財
政
的
な
見

通
し
を
立
て
、
市
民
か
ら
の
意
見
等
を
聞

き
な
が
ら
、
今
後
と
も
検
討
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

決算

経
常
収
支
比
率

問
年
々
数
値
が
上
が
っ
て
お
り
、
予
算
の

弾
力
性
を
失
っ
て
い
る
と
考
え
る
が
、
見

解
は
。

答
本
市
の
経
常
収
支
比
率
は
92
・
7
％
で

す
が
近
隣
市
で
は
上
尾
市
が
97
・
3
％
、

桶
川
市
が
96
・
2
％
、
北
本
市
が
91
・

8
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
度
の

県
内
平
均
で
は
93
・
4
％
で
本
市
は
92
・

6
％
で
し
た
。
社
会
保
障
費
等
が
今
後
も

ふ
え
て
い
く
中
、
ど
の
自
治
体
も
数
値
が

上
が
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
今
後
と
も

市
税
等
の
経
常
的
な
財
源
を
ふ
や
し
て
い

く
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

と
も
あ
る
の
で
、
画
地
数
に
つ
い
て
は
変

更
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
今
年
度
は
７

画
地
を
販
売
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
内
２

画
地
は
契
約
し
、
も
う
２
画
地
に
つ
い
て

は
契
約
に
向
け
て
手
続
き
を
進
め
て
い
ま

す
。

決算

下
水
道
事
業
経
営
戦
略

問
昨
年
度
、
鴻
巣
市
下
水
道
事
業
経
営

戦
略
を
策
定
し
た
が
、
具
体
的
な
取
組
内

容
は
。

答
公
営
企
業
と
し
て
、
下
水
道
事
業
を

維
持
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
経
営
等
に
つ

い
て
的
確
な
現
状
把
握
を
し
、
中
長
期
的

な
経
営
に
取
り
組
み
、
徹
底
し
た
効
率
化
、

経
営
健
全
化
を
目
的
と
し
ま
す
。
こ
の
期

間
に
事
業
の
進
捗
状
況
や
点
検
、
評
価
を

毎
年
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
概
ね

５
年
ご
と
に
見
直
し
を
図
り
ま
す
。
ま
た

昨
年
度
、
鴻
巣
市
下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
計
画
を
策
定
し
、
維
持
管
理
部

門
も
関
連
付
け
て
今
後
の
経
営
に
つ
い
て

考
え
て
い
き
ま
す
。

決算   

道
の
駅
整
備
事
業

問
道
の
駅
基
本
計
画
策
定
検
討
委
員
会

の
人
数
及
び
メ
ン
バ
ー
構
成
は
。

答
委
員
13
人
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
３
人
で
、

構
成
は
Ｊ
Ａ
さ
い
た
ま
、Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
、

商
工
会
、
観
光
協
会
、
花
組
合
、
農
業
委

う
な
形
が
よ
い
の
か
、
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

空
家
等
適
正
管
理
事
業

問
適
正
管
理
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家
の
件

数
は
。

答
平
成
30
年
度
末
で
３
５
０
件
あ
り
、
こ

の
う
ち
１
２
１
件
は
空
き
家
で
な
く
な
り

ま
し
た
。
現
時
点
で
空
き
家
と
し
て
把
握

し
て
い
る
の
は
２
２
９
件
で
す
が
、
全
て

が
不
適
切
な
管
理
状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
適
正
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
空
き

家
に
対
す
る
改
善
策
は
。

答
所
有
者
に
対
し
て
適
切

な
管
理
を
お
願
い
す
る
通

知
と
現
地
の
状
況
の
写

真
、
除
草
業
者
や
修
繕
業

者
の
リ
ス
ト
を
同
封
し
郵

送
し
て
い
ま
す
。
改
善
さ
れ
な
い
空
き
家

に
つ
い
て
は
職
員
が
再
度
現
地
を
確
認

し
、
同
様
の
通
知
を
送
り
ま
す
。

北
新
宿
第
二
土
地
区
画
整

理
事
業

問
保
留
地
売
却
収
入
の
内
容
と
現
在
の
保

留
地
の
処
分
状
況
は
。

答
平
成
３０
年
度
末
で
販
売
総
数
は
58
画
地

と
な
り
、
そ
の
内
昨
年
度
は
４
画
地
を
販

売
し
ま
し
た
。
現
在
の
保
留
地
総
数
は
１

５
３
画
地
で
す
が
、
画
地
を
分
割
す
る
こ

手
話
活
動
支
援
事
業

問
平
成
30
年
12
月
に
鴻
巣
市
手
話
言
語
条

例
が
制
定
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
状
況
は
。

答
広
報
か
が
や
き
に
簡
単
な
手
話
に
つ
い

て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
手
話
通
訳

者
は
14
人
で
す
。
今
後
は
鴻
巣
市
手
話
推

進
方
針
に
基
づ
い
て
、
手
話
を
市
民
に
広

く
周
知
・
啓
発
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

敬
老
祝
金
支
給
事
業

問
敬
老
祝
金
が
５
０
０
０
円
と
い
う
額

は
、
継
続
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
敬
老

会
の
開
催
に
つ
い
て
、
実
行
委
員
会
側
も
高

齢
者
に
な
り
負
担
が
大
き
い
と
の
声
が
あ

る
が
、
市
と
し
て
の
対
応
は
。

答
敬
老
祝
金
に
つ
い
て
は
、
５
歳
刻
み
で

75
歳
か
ら
95
歳
ま
で
が
５
０
０
０
円
、
１

０
０
歳
は
５
万
円
と
県
内
市
町
村
と
比
較

し
て
も
手
厚
く
支
給
し
て
い
ま
す
。
高
齢

者
へ
の
敬
意
と
い
う
意
味
か
ら
も
継
続
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
平
成
30

年
度
の
平
均
寿
命
は
、
男
性
81
・
25
歳
、

女
性
87
・
32
歳
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
対

象
者
が
ふ
え
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
ほ
か
の
市
町
村
の
状
況
を
確
認
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
敬

老
会
対
象
年
齢
の
見
直
し
も
含
め
、
関
係

者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
今
後
ど
の
よ

決算 決算

決 算

決算決 算



5

る
人
あ
ま
り
利
用
し
な
い
人
を
半
々
で
選

出
し
、
様
々
な
意
見
を
議
論
し
ま
し
た
。

問
税
公
課
証
明
、
住
民
票
ま
た
は
戸
籍
の

附
票
の
写
し
の
交
付
、
住
民
票
の
記
載
事

項
証
明
、
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
に
お

け
る
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
割
合
は
ど
の
く

ら
い
か
。
ま
た
、
１
件
当
た
り
コ
ン
ビ
ニ

事
業
者
等
に
い
く
ら
払
っ
て
い
る
の
か
。

答
平
成
30
年
度
の
実
績
と
し
て
全
て
の
証

明
書
11
万
６
５
１
０
件
中
コ
ン
ビ
ニ
交
付

が
１
９
９
７
件
で
あ
り
、
約
１
・
７
％
と

な
り
ま
す
。
ま
た
１
件
１
５
０
円
の
手
数

料
の
う
ち
、
１
１
５
円
の
事
務
手
数
料
を

支
払
っ
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
の
医
療
費
支
給

問
全
て
の
世
帯
で
18
歳
ま
で
の
医
療
費
を

無
償
化
し
た
経
緯
と
影
響
は
。

答
子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
る
こ
と
、
ま
た
、
結
婚
、
出
産
を
考
え

る
世
代
に
と
っ
て
地
元
密
着
の
機
会
と
な

る
と
考
え
、
人
口
流
出
に
歯
止
め
を
か
け
、

子
育
て
世
代
の
将
来
の
負
担
軽
減
に
な
れ

ば
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
対
象
者
は
２
８

０
０
人
程
度
で
、
影
響
額
は
３
２
０
０
万

円
程
度
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

問
令
和
2
年
4
月
1
日
施
行
と
の
こ
と
だ

が
、
消
費
税
増
税
が
控
え
て
い
る
た
め
、

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
施
行
で
き
た
ら

と
思
う
が
、
施
行
時
期
は
適
正
か
。

答
こ
ど
も
医
療
費
シ
ス
テ
ム
の
改
修
、
及

び
制
度
周
知
の
た
め
の
期
間
を
考
慮
す
る

と
、
適
正
な
施
行
期
日
と
考
え
て
い
ま
す
。

幼
児
教
育
の
無
償
化

問
今
回
の
改
正
を
正
確
に
理
解
す
る
の
は

非
常
に
複
雑
で
難
し
い
と
思
わ
れ
る
が
、

周
知
は
図
ら
れ
て
い
る
か
。

答
幼
稚
園
・
保
育
所
等
を
利
用
し
て
い

る
全
て
の
人
に
対
し
て
、
既
に
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
周
知
を
行
っ
て
い
ま

す
。
10
月
か
ら
無
償
化
と
な
る
こ
と
か
ら
、

認
定
が
必
要
な
人
に
は
、
施
設
を
通
じ
て

申
請
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

問
３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
保
育
料
を
無
償

化
す
る
た
め
の
条
例
改
正
と
の
こ
と
だ
が
、

そ
の
ほ
か
の
改
正
内
容
は
。

答
保
育
料
の
無
償
化
に
伴
い
、
１
号
の
教

育
認
定
に
つ
い
て
は
、
以
前
よ
り
給
食
費

を
徴
収
し
て
い
ま
し
た
が
、
２
号
の
保
育

認
定
に
つ
い
て
は
、保
育
料
に
副
食
費
（
お

か
ず
や
お
や
つ
等
）
が
含
ま
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
今
回
、
副
食
費
に
つ
い
て
引
き

続
き
保
護
者
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
全
て
の
人
か
ら
副
食
費
を
徴
収
す

る
の
で
は
な
く
、
年
収
３
６
０
万
円
未
満

相
当
世
帯
と
全
所
得
階
層
の
第
３
子
以
降

に
つ
い
て
は
、
副
食
費
免
除
と
な
る
改
正

も
行
っ
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
地
域
型
保

育
事
業
の
連
携
施
設
の
要
件
緩
和
と
期
間

員
会
、
鴻
巣
市
く
ら
し
の
会
、
箕
田
地
区

自
治
会
連
合
会
、
赤
見
台
地
区
自
治
会
連

合
会
、
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部
、
学
識

経
験
者
と
し
て
先
進
道
の
駅
の
駅
長
と
埼

玉
大
学
の
准
教
授
、
副
市
長
の
１３
人
と
、

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
大
宮
国
道
事
務
所

か
ら
２
人
と
埼
玉
県
道
路
環
境
課
か
ら
１

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
基
本
計
画
策
定
に
委
員
か
ら
出
さ
れ
た

意
見
が
十
分
反
映
さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、

あ
り
き
た
り
な
道
の
駅
で
は
な
く
、
今
の

ト
レ
ン
ド
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
を
意
識
し

た
、
商
圏
分
析
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
専

門
家
は
、
今
後
、
検
討
委
員
会
に
入
る
の

か
。

答
各
委
員
か
ら
の
意
見
を
集
約
さ
せ
て

基
本
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
元
年
度
は
管
理
運
営
計
画

の
業
務
委
託
を
発
注
し
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
や
購
買
層
の
分
析
等
を
検
討
し
て
い
く

業
務
が
入
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
結
果
を

配
置
や
売
り
場
面
積
等
の
ハ
ー
ド
面
へ
反

映
さ
せ
て
、
栄
え
る
道
の
駅
を
つ
く
る
こ

と
を
目
標
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

鴻
巣
市
森
林
環
境
整
備
基

金
条
例

問
鴻
巣
市
森
林
環
境
整
備
基
金
の
具
体
的

な
活
用
方
法
は
。

答
小
中
学
校
で
は
教
室
で
使
用
す
る
机
や

椅
子
の
購
入
、
ま
た
公
共
施
設
の
床
の
張

り
か
え
、
公
園
の
ベ
ン
チ
、
遊
具
の
購
入

等
を
考
え
て
い
ま
す
。 

鴻
巣
市
使
用
料
等
の
適
正

化
に
関
す
る
基
本
方
針

問
手
数
料
や
市
内
施
設
の
使
用
料
・
利
用

料
を
一
斉
に
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
個

人
及
び
団
体
に
対
す
る
説
明
と
対
応
は
。

答
広
報
か
が
や
き
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

市
役
所
本
庁
舎
及
び
各
支
所
の
掲
示
板
等

で
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま

し
た
。
使
用
料
等
審
議
会
は
、
10
人
の
う

ち
６
人
が
公
募
で
、
施
設
を
よ
く
利
用
す

条例の制定

条例の一部改正　

こ
の
方
針
は
、
公
共
施
設
の
使
用
料

等
の
算
定
基
準
を
明
確
に
す
る
た
め
、
鴻

巣
市
使
用
料
等
審
議
会
で
審
議
を
経
て
市

長
に
答
申
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
趣
旨

は
、
市
が
提
供
す
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
コ

ス
ト
に
関
し
、
特
定
の
人
が
公
共
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
場
合
、「
使
用
料
・
手
数
料
」

と
い
う
形
で
負
担
し
て
お
り
、
公
共
施
設

等
を
利
用
す
る
人
と
し
な
い
人
と
の
公
平

性
を
担
保
す
る
た
め
で
す
。
料
金
の
設
定

に
当
た
っ
て
は
、
市
民
生
活
に
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
算
出
さ
れ
た
改

定
料
金
と
現
行
料
金
を
比
較
し
、
そ
の
状

況
に
よ
り
現
行
料
金
を
維
持
、ま
た
は
１・

５
倍
、
及
び
２
倍
と
し
て
い
ま
す
。

条例の一部改正

条例の一部改正



6

た
と
き
に
旧
姓
併
記
を
選
択
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
。

答
住
民
票
に
旧
姓
併
記
を
す
る
こ
と
で
、

印
鑑
証
明
も
旧
姓
併
記
が
可
能
に
な
り
ま

す
。
例
え
ば
婚
姻
の
際
、
旧
姓
併
記
を
選

択
す
る
こ
と
で
、
本
人
が
旧
姓
で
印
鑑
登

録
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
ま
ま
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

賑
わ
い
創
出
交
流
拠
点
整

備
事
業

問
市
が
取
得
す
る
埼
玉
縣
信
用
金
庫
旧
店

舗
の
活
用
方
法
は
。

答
市
役
所
に
隣
接
し
た
立
地
性
に
富
ん

だ
施
設
で
あ
る
と
判
断
し
、
整
備
を
行
い

ま
す
。
築
28
年
経
過
の
建
物
で
あ
り
、
部

分
改
修
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
今
年

度
、
有
効
活
用
方
針
等
の
基
本
計
画
を
策

定
し
、
令
和
３
年
度
の
秋
か
ら
冬
に
か
け

て
供
用
開
始
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

介
護
予
防
事
業

問
65
歳
か
ら
の
介
護
予
防
教
室
は
様
々
な

事
業
が
あ
る
が
、
市
が
委
託
す
る
事
業
者

の
選
定
、
年
間
の
開
催
回
数
、
効
果
は
。

答
市
が
希
望
す
る
介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
全
て
実
施
で
き
る
事
業
者
選
定
を
予
定

し
て
お
り
、
市
内
13
カ
所
で
事
業
を
行
う

た
め
、
地
域
を
２
つ
に
分
け
る
こ
と
か
ら
、

２
者
選
定
し
ま
す
。
平
成
30
年
度
は
５
５

２
回
の
開
催
で
、
延
べ
１
万
３
６
３
５
人

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
事
業
実
績
の
検

証
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
好
評
を
得
て
お
り
、
参
加
者
も
多
い
こ

と
か
ら
、
介
護
予
防
に
効
果
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

公
園
整
備
事
業
用
地
取
得

問
下
忍
第
二
公
園
脇
の
用
地
取
得
ま
で
の

経
緯
は
。

答
場
所
は
下
忍
中
継
ポ
ン
プ
場
に
隣
接
す

る
下
忍
第
二
公
園
で
、
面
積
は
３
３
２
・

４
５
㎡
で
す
。
吹
上
町
時
代
に
用
地
を
取

得
す
る
予
定
で
し
た
が
、
交
渉
の
機
会
が

な
く
、
今
回
、
公
園
台
帳
の
整
備
を
行
う

中
で
地
権
者
と
交
渉
し
た
結
果
、
取
得
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム

改
修
委
託
事
業

問
今
ま
で
の
も
の
を
ど
の
よ
う
に
改
修
す

る
の
か
。

答
現
行
の
体
育
施
設
に
使
わ
れ
て
い
る

予
約
シ
ス
テ
ム
に
公
民
館
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
両
施
設
の
会
議
室
等
の
予

約
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

の
延
長
を
行
う
も
の
で
す
。

野
球
場
、
サ
ッ
カ
ー
場
等

の
使
用
料
金
等
の
改
定

問
使
用
料
等
が
上
が
る
こ
と
に
よ
り
、
利

用
者
が
減
る
こ
と
は
な
い

と
思
う
が
今
後
の
見
込
み

は
。

答
野
球
場
は
、
埼
玉
武

蔵
ヒ
ー
ト
ベ
ア
ー
ズ
も
利

用
し
て
お
り
、
設
備
を
充
実
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
利
用
の
幅
が
広
が
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

問
上
谷
総
合
公
園
サ
ッ
カ
ー
場
は
昨
年
度

大
規
模
な
人
工
芝
の
張
り
か
え
を
実
施
し

た
の
で
、
他
の
施
設
の
使
用
料
を
下
げ
た

と
し
て
も
、
上
げ
て
も
よ
い
の
で
は
。

答
使
用
料
等
の
適
正
化
に
関
す
る
基
本
方

針
の
基
本
算
定
式
と
同

様
に
、
昨
年
度
に
人
件

費
及
び
物
件
費
を
反
映

し
算
出
し
て
２
０
０
０

円
か
ら
３
０
０
０
円
に

引
き
上
げ
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
の
使
用
料
金
等

の
改
定

問
今
回
値
上
げ
さ
れ
る
施
設
で
の
サ
ー
ビ

ス
の
具
体
的
な
拡
充
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

答
予
約
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
市
民
の
利

便
性
を
高
め
、
ま
だ
施
設
を
利
用
し
た
こ

と
の
な
い
人
に
も
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
拡
大

さ
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
古
い
施
設
に

関
し
て
は
、
修
繕
等
も
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
そ
の
他
の
施
設
に
関
し
て
は
、
日
々

の
改
善
や
来
年
度
予
算
に
向
け
て
問
題
点

を
し
っ
か
り
見
直
し
、
指
定
管
理
者
へ
の

指
導
も
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
３
施
設
に
お

い
て
、
面
積
が
同
程
度
の
部
屋
は
同
じ
よ

う
な
料
金
か
。

答
面
積
が
同
程
度
の
部
屋
は
同
等
の
金
額

に
な
り
ま
す
。
居
室
面
積
が
大
き
い
集
会

室
は
、
算
定
額
が
５
倍
を
超
え
た
こ
と
か

ら
現
状
料
金
の
２
倍
と
な
り
ま
す
。
そ
の

他
の
部
屋
は
、
算
定
額
が
２
倍
以
上
５
倍

未
満
の
場
合
は
現
状
料
金
の
１
・
５
倍
と

な
り
、
算
定
額
が
２
倍
未
満
は
料
金
据
え

置
き
と
な
り
ま
す
。

鴻
巣
市
印
鑑
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

問
旧
姓
を
併
記
す
る
た
め
に
必
要
な
手

続
書
類
と
市
民
へ
の
周
知
方
法
は
。

答
旧
姓
が
記
載
さ
れ
て
い
る
本
人
の
戸
籍

謄
本
等
が
必
要
で
す
。
市
民
へ
の
周
知
方

法
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
か
が
や
き

等
で
周
知
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問
住
民
票
や
印
鑑
証
明
の
交
付
申
請
を
し

補正予算補正予算

補正予算

条例の一部改正条例の一部改正

条例の一部改正

補正予算




